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抄録 

 国内のマイクロスコープ販売台数は年々増加しており、以前よりも歯科衛生

士が診療にマイクロスコープを取り入れやすい環境が身近になってきていると

考えられる。 

 私は「歯科医師・歯科技工士・歯科衛生士が同じ拡大視野で処置を行うこと

で、スムーズにチーム医療を達成することができる」との考えと指導の元、今

から4年前、歯科衛生士になって2年目の時から日常診療で毎日マイクロスコー

プを使用している。 

 マイクロスコープを使い始めると、自分の処置を手指感覚だけでなく、視覚

としても確認できる様になり、自分自身が安心して診療を行うことができるよ

うになった。また、拡大視野を撮影記録し、自分の処置を客観的に考察するこ

とで、技術向上にも役立つと感じている。結果として歯科医師だけで無く、歯

科衛生士もマイクロスコープを使用することで、患者さんにより安心で安全な

歯科医療・メンテナンスを提供する事に繋がっていると考えられる。さらに、

歯科医師、歯科技工士と同じ拡大視野で処置をすることで、私自身、チームの

一員としてのやりがいを感じながら毎日楽しく仕事ができている。 

 今回、若手歯科衛生士がマイクロスコープを使う利点や活用方法について述

べさせて頂き、これからマイクロスコープの導入を考える歯科衛生士の皆様の

参考にして頂ければ幸いである。 
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